
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

特別支援学級の担当者等が「特別の教育課程」を理解し、その編成に資するために、 

 (1)特別支援学級の「特別の教育課程」編成上の課題等を整理する。 

 (2)整理した課題等をもとに、特別支援学級の「特別の教育課程」編成のための手順やポイントを知的障害特別支

援学級と自閉症・情緒障害特別支援学級に絞って「ハンドブック」にまとめ、それを広く教員等に発信する。 

 

 

 (1)先行研究の収集・分析 

  ○竹林地毅（2014）「小学校特別支援学級担任者の専門性向上に関する調査」 

  ○全国特別支援学級設置学校長協会調査部（平成 23年） 

  ○特総研「特別支援学校及び特別支援学級の教育課程の編成に関する研究」（平成 26年） 

 (2)市町村教委等への聞き取り調査より 

各地区内で無作為に抽出した市町教委等の担当指導主事に、特別支援学級の教育課程編成に係る課題

等を伺った。 

  

平成２９年度 総合教育センター研究報告書第４０２号 

総合教育センター 特別支援教育担当 

１ 研究主題設定の理由とその背景 

ダイジェスト版 

２ 研究の目的 

３ 研究の方法 

○特別支援学級の設置の促進（小：80.6％ 中：75.2％ H29.5.1現在） 
 ・特別支援学級の設置増加に伴い新担当者が増加している。 
 ・市によっては半数以上が経験３年未満及び臨時的任用教員の担当者となっている。 
○指導者の不足 
 ・ベテラン層の大量退職の影響もあり、専門性の向上が難しいという現状がある。 

埼玉県の状況 

・「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進
(報告)」（H24） 
・新学習指導要領の公示(H29) 
 

法令等の整備 

○特別支援学級新担当者の研修及び、初めて特別支援学級担任をする臨時的任用教員への

研修の実施 

○特別支援教育推進専門員による巡回指導・支援 

○管理職等への特別支援教育に関する理解啓発・研修の実施 
 

課題と感じる事柄のキーワード（一部抜粋） 

・適切な障害種の特別支援学級への入級 ・複数名在籍しているのに皆同じ教育課程 

・自立活動、生活単元学習の理解不足 ・臨時的任用教員や経験の少ない担当の増加 

・実態把握に基づく目標設定、個別の指導計画の作成                          など 

Ⅰ  研 究 の 概 要 
 



 

 

 

 

 

 (3)特別支援学級新担当者アンケートより 

総合教育センターで実施する特別支援学級新担当教員研修会の受講者１８３名に、アンケートで特別支援

学級の教育課程編成に係る課題や悩み等を抽出した。 

 

 

 

 

 

 (4)「特別支援学級ハンドブック」を作成し広く教員等に発信 

この「特別支援学級ハンドブック」は、初めて特別支援学級を担当する教員が「特別の教育課程」を作成する際

に参考となるように、可能な限り具体的に示すように作成した。作成に当たっての研究の全体像を図式化して下に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本研究の全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の内容 

課題や悩みのキーワード（一部抜粋） 

・時間割の作成 ・系統立てた年間指導計画 

・個別の指導計画の作成 ・実態把握の仕方 

・自立活動、生活単元学習、作業学習の計画、活動の進め方 ・交流学級とのかかわり方   など 

研究主題：特別支援学級の教育課程編成の在り方に関する調査研究 

①先行研究の収集・分析 

・課題等の把握 

②聞き取り及びアンケート調査 

・市町村教委等 

・特別支援学級担当者等 

総合考察による現状と課題の整理 

内容決定 

「特別支援学級ハンドブック」の作成と発信 

成果物の発信 

調査研究 



 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

教育課程の基本について 

(1)特別の教育課程編成の流れ 
①児童生徒の実態把握 
②学級目標の設定 
③指導内容の選択 
④指導の形態の採用 
⑤日課表の作成 
⑥交流及び共同学習の計画 
⑦年間指導計画の作成 
⑧教育支援プランＡ・Ｂの作成 

①児童生徒の実態②学級目標③指導内容④指導の形態⑤日課表⑥交流及び
共同学習の計画⑦年間指導計画の作成⑧教育支援プランＡ・Ｂの作成 
 

(2)教育課程の評価 
 児童生徒の良い
点や可能性、発達の
様子などを積極的
に評価するととも
に、指導の過程や成
果を評価し、指導の
改善を行い学習意
欲の向上に生かす
ようにする。 

(3)特別の教育課程の内容（特徴的なもの） 
①教科別の指導 
②領域・教科を合わせた指導 
 ・日常生活の指導       知的障害のある 
 ・遊びの指導         児童生徒に実施 
 ・生活単元学習 
 ・作業学習 
③自立活動 → 障害のある全ての児童生徒に実施 

法令で定められている事項 

特別の教育課程とは 
 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領を
参考とし、 
○「自立活動」を取り入れる。 
○各教科の目標・内容を下学年の教科の目標・
内容に替える。 

○各教科を特別支援学校（知的障害）の各教
科・領域に替える。 

ことができる。 

教育委員会に届けるもの 
○特別支援学級の教育目標及び指導の重点 
○学級編制、年間授業日数、日課表 
○児童生徒の障害の状況等、年間指導計画、個
別の指導計画 

Ⅱ  こ れ は 知 っ て お こ う 
 

教科用図書の使用について 
①検定済教科書の中から該当学年のものを選定 
②検定済教科書の中から下学年のものを選定 
③文部科学省著作教科書の中から選定 
④学校教育法附則第 9 条に規定する教科書から選定 
※③④は知的障害特別支援学級のみ 

Ⅲ  初 め て の 特 別 支 援 学 級 担 当 の 先 生 へ
 
 教育課程編成の実際 
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（１）成果 
 ・市町村教育委員会の特別支援教育担当指導主事や特別支援学級の新担当教員からの生の声を収集したこ

とにより、現場における教育課程編成上の課題に即した内容にまとめることができた。 
 ・専門性の高い教員の作成した実際の教育課程と具体的な学習指導案を、ポイントを示しながら掲載する

ことができた。 
（２）課題 
 ・県内外を問わず教育関係者及び関係機関に、この『特別支援学級ハンドブック』を発信し周知に努める

とともに、研修会等で活用されることが大切である。 
 ・新学習指導要領への移行期に当たり、この『特別支援学級ハンドブック』を研修資料として継続活用し

ていくために、平成３１年３月発行の『埼玉県特別支援教育教育課程編成要領【小学校及び中学校特別
支援学級・通級による指導編】』に合わせた見直しと、事例集やＱ＆Ａといった内容のより一層の充実
が求められる。 

  
  
 

研究報告書は、埼玉県立総合教育センターのホームページから閲覧できます。 

⇒http://www.center.spec.ed.jp 

５ 研究の成果と今後の課題 

     ・教科別の指導（小学校：国語 中学校：音楽） 
     ・自立活動（小学校・中学校） 
     ・領域・教科を合わせた指導（小学校・中学校：生活単元学習） 学習指導案例 
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